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持続可能な農業に向かって!！

農林水産省HP

食料・農業・農村基本計画は、食料・農業・農村基本法に基づき政府
が策定するものであり、概ね５年ごとに変更することとされています。

令和７年４月11日、令和６年に改正された食料・農業・農村基本法に
基づく、初の「食料・農業・農村基本計画」が閣議決定されました。

新茶の季節となりました。
新富町の日本茶専門店「新緑園」は、

全国茶品評会の蒸し製玉緑茶部門にお
いて、「農林水産大臣賞」を４度受賞
しています。

訪問した４月21日、県内の新茶が店
頭に並び始めました。本年は天候不順
のため、自社農園で栽培している「や
ぶきた」の収穫は、1週間から10日前後
先になる見込みです。

食料・農業・農村基本計画 閣議決定

みやざき茶を全国に

代表取締役の黒木 信吾さん

同店の茶は、6割を県内のスーパーなどへ出荷。
首都圏などの高級スーパーでも販売し、国際線
ファーストクラスの13路線にも採用されるなど、
みやざき茶の知名度を高めることに力を注いで
います。

また、全国茶品評会のほか日本茶AWARDや
Great Taste Awardsなどの大会へ積極的にチャ
レンジすることにより、常に「品質の向上」を
追求しています。

日本でも、急須でお茶を飲む習慣が減ってい
る中、ティーパックでも美味しく飲めるような
加工技術も確立しています。

品評会の受賞を重ねて大切に感じるのは、人
とのつながり。みやざき茶に興味を持ってくれ
る人が増えていると実感しています。

全国にみやざき茶の魅力を発信し、販売先を
増やすことで、次世代にも続いていく茶の生産
・販売業を目指しています。

茶畑に設置された看板 店舗内の風景

店のロゴマークは、厳しい環境下で
花を咲かせるツバキ科の茶の花が、
デザインされています。
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●本紙の記載内容や農政についてのご質問、
ご意見等お気軽にお問い合わせ下さい。

●宮崎県拠点 地方参事官室
TEL 0985‐24‐2365
〒880-0801 宮崎市老松２丁目３ｰ17

編集後記
県内は新茶のシーズンとなり、茶畑には緑の絨毯が広がっています。
急須でいれた新茶は、独特の香り、味、色と三拍子揃った爽やかさ

があり、春を感じさせます。
新茶にはテアニンが豊富でリラックス効果が高いなどの特徴があり、

また、新茶を飲むと１年間健康でいられると言われるほど、様々な効
果があります。ぜひ新茶の一服を楽しんではいかがでしょうか。(I)

農業産出額

令和５年農業産出額主要品目（宮崎県）

〇宮崎県における農業産出額は3,720億円で、うち１位品目はブロイラーの827億円、以下、肉用牛、
豚と畜産物が上位3品目となっています。

○市町村別農業産出額では、都城市が全国１位(5年連続)の981億円。また、主な品目別産出額では、
都城市の豚、肉用牛、日向市のブロイラー、宮崎市のきゅうりが市町村別全国１位となっています。

827億円
ブロイ
ラー１位

765億円肉用牛２位

600億円豚３位

令和５年市町村別農業産出額

１位 都城市 981億円
22位 小林市 333億円
24位 宮崎市 319億円
27位 日向市 309億円

都城市 豚 327億円
日向市 ブロイラー 254億円
都城市 肉用牛 206億円
宮崎市 きゅうり 97億円

１

３月11日
太陽光活用型野菜工場のレタス栽培現場を訪問
門川町の株式会社ひむか野菜光房は、異業種４社

（機械製造業、農業、卸売業、農業資材販売業）が
連携し、水耕レタス栽培に取り組んでいます。

創業時の社長の理念が、『女性や障がい者への働
く場の提供』だったことから、障がい者雇用にも取
り組んでおり、地域の女性従業員を中心に１日平均
8,000株のリーフレタス(グリーンレタス、フリルレ
タスなど)を生産。県内外の200店舗以上の小売店や
スーパーに販売し、売上を伸ばしています。

拠点のうごき

4月16日
第６０回みやざき輸出促進連絡会を開催
宮崎県拠点では、オールみやざきで輸出拡大を目

指す、県内の関係機関をメンバーとした「輸出促進
連絡会」を毎月定期的に開催しています。

国の輸出額目標（2025年までに２兆円、2030年
までに５兆円）達成に向け、輸出に興味のある方の
掘り起こし等、情報共有を行っています。今回は、
米国の相互関税についても話題となりました。

(株)ひむか野菜
光房 農場長の
岸本さんと菊池
地方参事官(左)フリルレタス


